
　エムティーアイは、1996年8月の創業以来、業界環境の変化に絶えず順応
し、業態変化を適宜行うことにより事業を拡大してきました。
　スマートフォンサービスに移行するタイミングにおいても、モバイル関連事業
を展開してきた経験・ノウハウを活かし、複数のスマートフォンサービスを優位
に展開することができています。

　2015年9月期は、当社株式について東京証券取引所 JASDAQから第一部
への市場変更を果たし、連結業績も過去最高を更新することができました。
　引き続きスマートフォンサービスの事業拡大を図るとともに、成長ポテンシャ
ルが大きいヘルスケアサービス事業に中長期的に取り組むことにより、持続的
な成長を実現していきます。

あ ゆ み

（百万円）
40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

東証第一部へ
市場変更！
（2015年3月）

最高益を
更新！

（2015年9月期）

0

7,065

50

102
135

536

610

802

938
894

813 804
786

794

185

260

371

441

7,580
9,148

14,316

11,478 11,020
11,524

14,757 17,443

（万人）
1,000

750

500

250

0

1999.091998.09 2000.09 2001.09 2002.09 2003.09 2005.09 2006.092004.09 2008.09 2009.09 2010.09 2012.09 2013.09 2014.09 2015.092007.09 2011.09

18,520

32,342

21,615

30,160

25,732

30,98530,836
29,382

33,461

売上高の推移（左目盛）
全体有料会員数の推移（右目盛）

1st Phase

モバイルを軸にした事業を
広範囲に展開

スポット型ビジネスを
多角的に展開

●携帯電話販売　●コンテンツ配信
●テレマーケティングによる
 ADSL回線等の販売
●インターネット決済システム、 
 ウェブサイトシステム運営等
●携帯電話回線：2G
●トレンド ：着信メロディ

～2003年9月期

●コンテンツ配信　●自社メディア型広告
●携帯電話回線 ：3.5G
●トレンド ：着うたフル®、デコレーションメール

●コンテンツ配信
●テレマーケティングによる
 医療保険販売
●携帯電話回線 ：3G
●トレンド ：着うた®

2nd Phase

2つのストック型ビジネスを
中核事業に位置付け

ストック型ビジネス
への転換

2004年9月期～2006年9月期

3rd Phase

モバイル・コンテンツサービスに
経営資源を集中

モバイル・コンテンツサービスに特化
2007年9月期～2010年9月期

●コンテンツ配信
●リアルアフィリエイト事業開始
●携帯電話回線 ：LTE
●トレンド ：電子書籍、動画配信

4th Phase

スマートフォンサービスに
経営資源を集中

スマートフォンサービスの
本格展開

2011年9月期～
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